
枕詞「水篶刈る（みすずかる）」の意味 
「水篶刈る」は、信濃にかかる

枕詞として知られています。篶（す

ず）とは篠竹（すずたけ）のこと

で、信濃には篠竹が多く自生して

いたからという説と、江戸時代の

国学者賀茂真淵が、万葉集の「水

薦刈る（みこもかる）」は「水篶刈

る（みすずかる）」の誤りとした説 

がありますが、今は、後者が定説となっています。

薦（こも）とは、マコモ（イネ科の多年草）のこ

とで、やはり信濃に多かったと言われています。 

万葉集には、久米禅師（くめのぜんじ）と石川郎女（い

しかはのいらつめ）の問答歌二首があります。 

巻二 96 み薦刈る信濃の真弓我が引かばうま人

さびて否と言はむかも 

巻二 97 み薦刈る信濃の真弓引かずして強作留

わざを知ると言はなくに 

明治から大正にかけて、アララギ派の歌人たち

は「みすずかる」と読むことを支持していました。

詩人 金子みすゞは、ペンネームを「みすずかる」

からとったそうです。 

＜関係資料＞ 

『日本うたことば表現辞典 枕詞編 下』大岡 信／監修 2007 

『万葉集』 森 淳司／編 2007 

『みこも刈る信濃の夏に 講演集』 宮崎莊平／著  1996 

『童謡詩人金子みすゞの生涯』 矢崎節夫／著 2007 

本と人との出会いの広場…図書館だより 

 

 
 
 

 

リニュ－アルした

堀金図書館は、装いも

新たに4月1日（金）

に堀金支所の２階に

開館しました。常念の

山々を望み以前の約

3倍の広さとなり、郷土資料室や絵本コーナー、子育て

世代に配慮したイクメン室や授乳室等を設けました。ま

た、視聴覚資料やインタ－ネット検索、自動貸出機等も

備えた明るく開放的な図書館です。 

館内の書架は白を基調とし、カタクリの花と風船が

描かれています。カタクリは春にいち早く咲かせるスプ

リング・エフェメル（春のはかないものたち）と呼ばれ、

清楚な想いを、大きな夢と希望をふくらませて飛び立っ

ていく風船に託しています。さらに地域の皆様の生涯学

習の場として学習室も完備しており、末永く活用されて

いく図書館でありたいと願っています。 

館内の企画展示等を見て

いただき、今後の行事や講演

会等にお気軽にご参加して

いただきたく、職員一同お待

ちしています。 

 

豊科図書館 

奮闘！？調べもの日記（レファレンス） 
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４月号 

（
60
代
女
性
） 

昔
、
私
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
の
学
校

の
図
書
館
は
、
薄
暗
く
て
古
本
の
ほ
こ
り

の
匂
い
が
し
た
懐
か
し
い
場
所
で
あ
る
。

今
日
は
、
何
を
読
も
う
か
と
わ
く
わ
く
し

て
図
書
館
に
行
っ
た
。
読
み
た
か
っ
た
本

が
借
り
ら
れ
る
と
う
れ
し
く
て
、
帰
宅
す

る
と
ラ
ン
ド
セ
ル
を
放
り
出
し
、
夢
中
で

読
ん
だ
も
の
だ
。
本
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
、
学
び
楽
し
ん
だ
。 

し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
歳
を
重
ね
る

と
、
読
め
る
冊
数
が
減
っ
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
は
一
冊
を
大
切
に
読
ん
で
い
こ
う

と
思
う
。 

私
は
、
詩
が
好
き
だ
。
行
間
に
は
、
作

者
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、C

D

で
昔
話
や
朗
読
を
聞

く
こ
と
も
楽
し
い
。
朗
読
の
研
修
会
で
の

講
師
の
話
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

「
今
は
合
成
音
声
で
、
間
違
い
も
な
く

何
度
で
も
再
生
で
き
る
。
し
か
し
、
朗
読

は
人
が
人
に
温
も
り
の
あ
る
感
情
、
思
い

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
機

械
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
。 

今
の
図
書
館
は
、
明
る
く
清
潔
、
静
か

で
心
地
良
い
。
私
は
、
こ
の
空
間
の
中
に

い
る
全
て
の
人
の
顔
が
好
き
だ
。 

皆
が
こ
の
よ
う
な
真
摯
な
目
を
し
て

い
た
ら
、
今
の
世
の
中 

も
っ
と
平
和
で
い
ら
れ 

る
か
も
し
れ
な
い
と
思 

う
。 

私
と
図
書
館 

マコモ 

○4月23日（土）午前10：30～ 

こども読書の日おはなし会 

○5月8日（日）午後1：30～3：00 

講演会「子どもといっしょに絵本で育つ」 

講師 亀井智泉さん 100人（先着順） 

※申込用紙は各図書館 

こどもとしょかん 

カウンターと書架 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

三郷図書館から 

本本ののソソムムリリエエ（（職職員員））おおすすすすめめ本本  

 

一般書  『子どもはみんな問題児。』 

中川季枝子／新潮社 
みなさんがよく知ってい

る『ぐりとぐら』 その作

者、なかがわ りえこさん

が、子育て中のお母さんに

向けて書いた 45 のメッセ

ージ。 

短くわかりやすい文章

で、すんなりと読むことが

できます。 

子どもさんの絵本を選ぶ時、いっしょに手にと

って見てください。懐かしいイラストと、励まさ

れる言葉に出会えます。 
 

児童書  『おはなみ』 

くすのきしげのり作 まるやまあやこ絵 

／あかね書房 
桜の季節。美しい花

を咲かせるサクラに負

けないように、気持ち

よく花を見上げること

ができるよう、自然と

良い関係を築いていき

たいと考えさせられる

本です。 

まるやまあやこさん

（安曇野市出身）の心あたたまる絵に癒されま

す。 

３月貸出ランキング 
 

一般書 
１ 火花／又吉直樹 

２ あの家に暮らす四人の女／三浦しをん 

〃 はだれ雪／葉室 麟 

４ 虚ろな十字架／東野圭吾 

〃 王とサーカス／米澤穂信 

〃 掟上今日子の退職願／西尾維新 

〃 神様のカルテ ３／夏川草介 

〃 キャロリング／有川 浩 

９ 明日の子供たち／有川 浩 

〃 掟上今日子の挑戦状／西尾維新 

〃 おとめの流儀。／小嶋陽太郎  他多数 
 

児童書 
１ ぴょーん／まつおか たつひで 

２ じゃあじゃあびりびり／まつい のりこ 

〃 どんどこどん／和歌山静子 

〃 バムとケロのおかいもの／島田ゆか 

〃 おしくら・まんじゅう／かがくい ひろし 

６ おつきさまこんばんは／林 明子 

〃 バムとケロのさむいあさ／島田ゆか 

８ うめじいのたんじょうび／かがくい ひろし 
 

AV資料 
１ みんなのあづみの／安曇野市農業再生協議会 

２ 安曇野市歌 水と緑と光の郷／安曇野市 

〃 崖の上のポニョ／宮崎 駿監督 

４ カーズ／ジョン・ラセター監督 

〃 コクリコ坂から／宮崎吾朗監督 

〃 塔の上のラプンツェル／ネイサン・グレノ 他監督 

７ いきものばかり／いきものがかり  他多数 

4月23日は子 ど も 読 書 の 日 です 
国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深め、子どもが積極

的に読書活動を行う意欲を高めるために、「子どもの読書活動の推進に関する法

律」では、4月23日が「子ども読書の日」と定められました。これは、シェイ

クスピアとセルバンテスの命日である4月23日をユネスコが「世界・本と著作

権の日」と宣言していることなどにちなんだものです。 

今年の標語は『四角い本に まあるい心』です。 

※
編
集
後
記
※ 

TV
番
組
「
宮
崎
美
子
の

す
ず
ら
ん
本
屋
堂
」（
Ｂ

Ｓ
11
）
が
あ
り
ま
し
た
。 

３
月
18
日
の
ゲ
ス
ト

は
池
上
彰
さ
ん
。「
本
は
、

迷
っ
た
ら
買
う
」「
本
を

常
に
持
ち
歩
く
」「
精
神

に
お
い
て
、
老
い
る
こ
と

は
な
い
」
と
の
言
葉
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。 

さ
ら
に
「
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
生
き
る
に
は
、
問

い
を
作
っ
て
い
く
良
い

質
問
が
で
き
る
力
」 

が
必
要
と
も
。 

編集・発行・お問い合わせ 

         中央図書館 ☎８４－０１１１ 
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図書館ホームページ(蔵書・資料の検索もできます) 

http://www.city.azumino.nagano.jp/site/tosho 
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